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Ⅰ．序論  

 フォーカシングにおいてフォーカサーからイメージが語られるとき、フェルトセンスが伴わないことがある。

このような体験は「映画鑑賞」と呼ばれ（Gendlin,1996 村瀬・池見・日笠監訳,1998,1999）、イメージそ

のものは魅力的な展開を見せるが、フォーカサー自身には実感の伴った展開が起こらない。本研究では、

フォーカシング時に意図的にフォーカサーにイメージを生じさせ、その際のプロセスについて記述的に検

討する。これをもとにフェルトセンスと結びつかないイメージが生じたとき、何が起こっていて、どのようにす

ればフェルトセンスと結びつくようになるのかということを検討する。 

Ⅱ．方法 

１．被験者 

 被験者は、フォーカシング経験者だが、熟練者ではない者 15 名とした。 

２．フォーカシングの実施構造 

 １時間 30分を上限としたフォーカシングの一対一のセッションを１人１回行った。 

３．手続き 

（１）研究のテーマと守秘義務の説明 

 被験者に、研究のテーマと守秘義務を守ることを説明した｡ 

（２）セッションの手続き 

①被験者に問題と感じていること、気がかりなことを 3つ以上思い浮かべさせた。 

②問題と感じていることの数だけ、それぞれイメージを思い浮かべ、説明を求めた。 

③各イメージとフェルトセンスの結びつきをパーセンテージで評定させた。 

④各イメージのうち、フェルトセンスの感じられるパーセントが低いににもかかわらず、被験者にとって重

要なテーマを一つ選ばせた。 

⑤からだほぐし（井上・白岩,1990）を 30 分程度行った。 

⑥④で選択したテーマについて、フォーカシングをはじめた。 

⑦フォーカシング終了後、再度、イメージとフェルトセンスの結びつきをパーセンテージで評定させた。そ

の後、インタビューを 20 分から 30分程度行った。 

４．分析方法 

インタビューの内容を M-GTA（Modified Grounded Theory Approach）（木下, 2007）によって分析

した。 

Ⅲ．結果 

１．イメージに対するフェルトセンスの強さの推移 

 被験者 15 人の、セッションの前、からだほぐしの後、セッションの後の、イメージに対するフェルトセンス

の強さについて平均値と標準偏差を算出した。分散分析の結果、３群間の間に統計的に有意な差が認

められた（F [2,41] =36.94, p<0.01）。多重比較の結果、セッションの前よりもからだほぐし後において、か

らだほぐし後よりもセッション後において、フェルトセンスの強さの得点が高いことが明らかとなった（各群

間ともに p<0.05 ）。 

２．フォーカシングセッションのプロセス 

M-GTA の分析によって 57 個の概念が生成され、結果図としてまとめられた。そしてストーリーラインは、

５つのパターンとどのパターンにも組み込めないカテゴリーや概念に分かれた。５つのストーリーラインは 



テーマによって分類された。すなわち、①回避的なテーマについて、②フェルトセンスが浮ばないテーマ

について、③展開しないと思い込んだテーマについて、④実感が乏しい状態から始まったテーマについ

て、⑤何が問題なのか分からないテーマについて、の５つのフォーカシングプロセスのストーリーラインに

分類された。 

Ⅳ．考察 

 すべてのストーリーラインに共通するプロセスは存在しなかったが、いくつかのストーリーラインに共通す

る特徴的なプロセスはあった。それは「既体験のものを体験する」と「イメージの広がり」という二つのプロセ

スである。一方で、二つのストーリーラインの間で、特徴的な相違点が存在した。つまり、①回避的なテー

マについてのフォーカシングプロセスの場合、否定的なイメージやフェルトセンスに対応することがプロセ

スの転機となっていた。それに対して、④実感が乏しい状態から始まったテーマについてのフォーカシン

グプロセスの場合、イメージの展開がプロセスの転機となっていた。 

 イメージの展開は、その内容から、イメージの仕方、イメージの広がり、鮮明さ、イメージに対する感情、

という四つのグループに分けられた。イメージの仕方に関しては、プロセスが進む時に、突然イメージが変

化したり、からだの感じをイメージに変換したりする展開が生じていた。イメージの広がりに関しては、プロ

セスが進む時に視覚的、もしくは体感的にイメージが広がる展開が生じていた。鮮明さに関しては、イメー

ジが鮮明になっても不鮮明になっても肯定的な変化が生じていた。イメージに対する感情に関しては、セ

ッションの初期にはイメージに対して否定的な感情を抱くこともあるが、プロセスが進むにつれて肯定的な

感情を抱くようになっていた。 
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